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「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

大学院の場合は，表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

設置鴎から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

（　）害きにて，現任の名称を記載してください。

例）○○大学△△学部

（□□学部（平成◇◇年度より変更））

表題は「計画の区分」に従い，記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「ＯＯ大学△△学部」

・学部の学科の設置の場合：「○○大学△△学部□□学科」

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学△△学科」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院○○研究科」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学△△学部□□学科（通信教育課程）」

※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

３　大学番号の欄については，平成２７年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

大学番号：私237
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１ 調査対象大学等の概要等

（１）設置者

学　校　法　人

(２) 大

大

学

阪

樟　蔭　学　園

名

樟　蔭　女　子　大　学

（３）大学の位置

－

Ｔ ５７７－8550

大阪府東大阪市菱屋西４丁目２番２６号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

ください。

（４）管理運営組織

(注)

職　　名 設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

理事長

(ﾓﾘｼﾝﾀﾛｳ)

森　佩太郎

(平成11年5月24日)

学　　長

(ﾄｸﾅｶﾞﾏｻﾅｵ)

徳永　正直

(平成22年4月１日)

学部長

(ﾀｹﾑﾗｶｽﾞｵ)

竹村　一夫

(平成27年4月１日)

学科長等

(ﾔﾏｻｷﾃﾙｵ)

山崎　晃男

(平成27年4月１日)

・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

平成２７年度に報告する内容　→（27）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

３



(５)

(注)

調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
区分ごとではありません）。
様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・

修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合

には，欄を設けてください。）

（５）－①調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

設置時の計画
備　　　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

学芸学部

心理学科

学士(心理学)

年

４

人

80

年次

人

０

人

320

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度をＯ　書きで記入してください

・学生募集停止を予定している場合は，「備考」にその旨記載してください。

（５）－②調査対象学部等の入学者の状況

/
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

平均入学定員
超過率

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

備　考

春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

Ａ　入学定員

人　　人

（　　）

［　　　］

人　　人

（　　）

Ｅ　　　］

人　　人

（　　）

［　　　］

人　　人

80

（－）

［　－　］

0.92倍 0.92倍

志願者数 （　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　３

（　）

［　］

180

（－）

［－］

－

（－）

［－］

受験者数 （　）

［　］

（　）

Ｅ　］

（　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

177

（－）

［－］

－

（一）

［－］

合格者数 （　）

［　］

（　）

Ｅ　］

（　）

Ｅ　］

（　）

Ｅ　］

（　）

［　］

（　）

［　］

149

（－）

［－］

－

（－）

［－］

Ｂ　入学者数 （　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

（　）

［　］

74

（－）

［－］

－

（－）

［－］

入学定員超過率

Ｂ／Ａ
0.92

(注) 数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

（　〉内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

いる場合には，（O　）書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。該当がない年には

「－」を記入してください。

［　1内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

ください。

留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められるｒ『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

Ｉ学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

「入学定員超過率」については，

ください。なお，計算の際「;

して

してください，

「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

皿こ
「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

「一」を記入してください。

４



（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

⊇ヴ 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
備　　　考

春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

１年次

［づ

（－）

Ｅ－］

（－）

Ｅ－］

（－ｊ

［－］

（－）

［－］

（－）

［づ

（－）

卜］

74

Ｅ－］

２年次 ／
［－］

（－）

レ］

（－）

［－］

（－）

［づ

（－）

［－］

（－ｊ

［－］

（－）

３年次 ／ノ
［－］

（－）

Ｅ－］

（－）

［－ｊ

（－）

［－］

（－）

４年次 ／ノ／
卜１

（－）

［－］

（－）

計

Ｅ　－　］

（　－　）

［　－　］

（　－　）

［　－　］

（　－　）

［　－　］

（　－　）

74

(注) 数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

［　］内には，留学生の状況について自皇ヱ記入してください。該当がない年には「－」を記入して
ください。

留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を
記載してください。

短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

「計」については，　　の　　　　　　の　　Ａ　　－　　　　　　　を記入してください。
Ｏ　内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

さい。

５



（５）－④調査対象学部等の退学者等の状況

上回 入学者数(b) 主な退学理由

入学巻数に
対する進学者数

の割合
(a/b)

進学者数(a)
退学者数(内訳)

退学した年度 進学者数 退学者数の

うち留学生数

平成24年度
入学者

人 ｏ人

平成24年度 人 人

ｏ％

平成25年度 人 人

平成26年度 人 人

平成27年度 人 人

平成25年度
入学者

人 Ｏ人

平成25年度 人 人

Ｏ％平成26年度 人 人

平成27年度 人 人

平成26年度
入学者

人 Ｏ人

平成26年度 人 人

Ｏ％

平成27年度 人 人

平成27年度
入学者

74人 Ｏ人 平成27年度 Ｏ人 ｏ人 ｏ％

合　計 74人 Ｏ人犬犬 ｏ％

（注）･数字は,平成27年５月１日現在の数字を記入してください。

・各年度の入学者数については,該当年度当初に入学した人数を記入してください，｀　･’゛iいー"ふ。　’゛　弥｀必｜

あり|ません.）

・各年度の退学音数については,退学年度ごとに記入してください.また,留学生数欄の人数についてはI,退学者数の内数を記入してください。

・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

・「入学巻数に対する退学者数の割合」は,【当該対象年度の入学者のうち,平成27年５月1日現在までに退学した学生数の合計】を，

【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください.その際,小数点以下第２位を四捨五入し,小数点以下第1位までを記入してくださし

・F主な退学理由」は,下の項目を参考に記入してください.その際,「就学意欲の低下（○人）」というように,その人数も含めて記入してください。

（記入項目例戸就学意欲の低下　･学力不足　･他の教育機関への入学･転学　　　･海外留学

･就職　･学生個人の心身に関する事情　･家庭の事情　･除籍　･その他

６



２　授業科目の概要

＜学芸学部　心理学科＞

(１)授業科目表

(学士課程基幹教育科目)

科目
区分

授業科目の名称 配当

年次

単位数 専任教員等の配置
備　　　考

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

樟蔭基幹
科目

樟蔭の窓

芸術と鑑賞

ｊ･こ･3･jrl

.II

にふ44

２

２

兼８

美７

兼１

授業内容改訂のため教員を追刀い27）

オムニバス

クラス増のため開期変更ロ7）

小計（2科目） - ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 兼７

ス

キ

ル

系

科

目

クベ
スｊ
キシ

ノレツ

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

㈲

1後

１

１

↓

↓

↓

牛

兼９

無↓

兼９

兼↓

クラス堆のため担当者追加（2刀

クラス増のため担当者追加〔27）

？
～

～

ユ

－

－

ケ

,|
で
ン

－

外

国

啓

ComuniCative English A

ComuniCative English B
ComuniCative Engosh C

ComunjGative EngliSh D

Comprehensive Eng目sh A

Comprehensive EngJiSh B
ComprehenSive English C

ComprehenSive English D

EleGtiVe Engl sh A
EleGtive Engl sh B

EleCtjve Engl sh C

Elective Engl sh D
海外外国語演習Ａ

海外外国語演習Ｂ
海外外国語演習Ｃ

異文化演習

ドイツ語Ｉ

ドイツ語ｎ

フランス語Ｉ

フランス語皿

中国語Ｉ

中国語Ｈ

朝鮮語Ｉ
朝鮮語ｎ

|前

|後

2前

2後

1前

1後

2前

2後

3･4前

3･4後

3･4前

3･4前
|･2･3･

1･2･3･4

F2･3･d

D2･3･

1･2･3･4揃

ﾄ2･3･4後

1･23･4前

1･2･3･4後

12･3･4前

1･2･3･4後

1･2･34前

1･2･34後

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

１

１

１

１

１

兼８

蔓４

兼８

蔓４

兼４

兼４

兼８

典４

兼８

無４

兼４

兼４

兼｜

兼｜

兼｜

兼１

兼２

兼２

蔓生

兼２

兼↓

兼２

無↓

兼２

兼１

兼１

兼１

クラス増のため担当者追加（27）

クラス増のため担当者追加（27）

クラス増のため担当者追加（2刀

クラス増のため担当者追加｛27）

集中

集中

集中

集中

クラス増のため担当者追加｛2乃

クラス増のため担当者追加旧）

クラス増のため担当者追加（27）

情
報
リ
－

ア

ラ

シ

「

情報と人間
電子社会とメディア

情報処理基礎Ａ

情報処理基礎Ｂ

1後

順接
1234前後

1前

1後

２

１

１

２

兼｜

無２

兼２

兼４

美５

兼４

無尽

時間割編成の都合で担当者変更（2刀

時間割編成の都合で担当者変更（27）

時間割編成の都合で担当者変更（27）

小計（30科目） - 14 20 ０

０

↓

０

↓ ０ ０ ０

兼45

兼器

１
生。

リ
ｔ

現代社会と生活者の視点
日常生活と法

日本国憲法
日常生活と科学

社会的偏見とその影響
リスク社会に生きる

グローバル化する社会
家計・消費と経済

１２３１前g

l･23a飼禎

12･3j前加

12,1･4前後

1･244前g

l･Z･34前債

１２３１前後

123･4前匯

２

２

２

２

２

２

２

２

兼５

蕪↓

兼｜

兼１

兼１

兼１

兼１

兼２

典↓

兼｜

授業内容改訂のため教員を追加（27）

授業内容改訂のため教員を追加（27）

７



主

題

別

科

目

女

性

の
－

フ

考イ

えフ

るス

テ

１

ジ

を

女性のライフサイクルと健康

ライフステージと栄養
生命の成り立ち

運動と健康Ａ

運動と健康Ｂ

＜すのき地域社会接
心

ジェンダーを考える
子育てを考える

12･?,4荊酬

12･i･4Mg

1１3･4翁｛

１２３･４前

1･23･4後

１２３４前

1JS4昇恥

1･22･4薪後

１２３ｊ前後

２

２

２

１

１

２

２

２

兼

兼

兼

共

共

散

薬

兼

兼

兼

時間割編成の都合で担当者変更（27）

時間割編成の都合で担当者変更（27）

学則改正により科目名変更（27）

心のしくみ

自己の探求

現代倫理入門

対人関係の心理学
ストレスとつき合う

ソーシヤルスキル

1･234前徊

1･2S･j祠後

12･a4病後

12･こ･4前後

１２３４銘撞

i･23･4i後

２

２

２

２

２

２

１

１

２

１

兼１

兼｜

兼｜

兼２

甚↓

オムニバス

授業内容改訂のため教員を追加（2刀

言

語
照
に

註
禄

を

言語とコミュニケーション

日本語表現基礎
論理トレーニング

文学と表現
応用日本語表現

トータルプレゼンテーション

12･1･4罰徐

1･234飼後

１２ｊｊ前後

１２'･４祠後

１２３４前後

12･3･4前後

２

２

２

２

２

２

兼

姜

兼

兼

兼

兼

兼

時間割編成の都合で担当否変更（27）

歴

史

と

文

化

考を

え学

るび

現

代

を

日本の歴史
世界の歴史

信仰と祝祭

文化人類学

環境問題と現代

サブカルチャー論
国際社会と平和

歴史の中の女性

１２こ･4知謀

１２３４莉襖

1･23j罰雅

1,234前後

123･4前後

1･2j4節欲

1･2･3･4休

１２３ｊ司政

２

２

２

２

２

２

２

２

兼

兼

兼

兼

兼

兼

兼

兼

集中

小計（36科目） - ０ 70 ０ ０ ０ ０ ０ ０

兼39

兼詔

弓皆 総合ゼミナール 4後 ｜ 兼２

小計（1科目） - ０ ｜ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 兼２
吋“

ヤ

リ

ア

系

科
日

キャリア設計

キャリア開発

キャリア研究

インターンシツプＡ

インターンシツプＢ

インターンシツプＣ

2前

2後

3前

2前

3前

4前

兼

兼

兼

兼

兼

兼

(専攻科目)

科目
区分

授業科目の名称
配当

年次

単位数 専任教員等の配置
備　　　考

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専学

門部
科共

目通

学芸学部の学び

小計（1科目）

|前 ２

２ ０ ０

３

↓

３

↓ ０ ０ ０ ０

12

兼4

12

兼４

授業内容改訂のため教員を追加（27）

オムニバス

学

科

基

礎

科

目

心理学概論A

心理学概論B

心理学の方法

心理学の現場

心理統計の基礎

1前

|後

1前

1後
1前

２

２

２

２

２

２

３

１

１

１

２

１

１

１

３

↓

｜

薯↓

兼↓

時間割練成の都合で担当者変更（27）

オムニバス

時間割編成の都合で担当者変更（27）

オムニバス

匹

オムニバス

学

科

習基

礎

実

心理実験基礎実習
心理検査基礎実習

心理調査基礎実習
心理面拾基礎実習

|後

2前

2前

1後

１

１

１

１

１

２

２

１

２

兼｜

兼｜

時間割編成の都合で担当者変更（27）

８



学

科

基

幹

課

目

知覚む理学

感情心理学
人格心理学

学習心理学
教育心理学

認知心理学

発達心理学
社会心理学

臨床心理学

心理療法論
精神医学Ｉ

健康心理学

ビジネス心理学
心理統計の応用

心理学データ処理演習
心理測定法演習
心理学実験演習

心理学文献講読

外国語文献講読
知的生産とクリティカル･シンキング

プレゼンテーシヨンの心理学

2前

2後

2前

2前

2後

2前
2後

2前
2後

2前
2前

2後

2後
2前

2前

2後

2後

3前

3後
2前

2後

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

兼｜

兼｜

兼１

兼１

兼１

兼｜

兼｜

兼１

兼｜

リヨ 心理科学研究法演習
社会の中の心理学

3前

3前

１

１

２

１ ２

兼１
オムニバス

学

科

発

展

理科

゛目
-ヽ

総

合

心

音楽心理学
犯罪心理学

意識と無意識の心理学
芸術と表現の心理学

ことばと記憶の心理学
消費と広告の心理学

組織と集団の心理学

生涯発達心理学
対人ｺﾐﾕﾆｹ-ｼ亘ﾝの心理学

ストレス・マネジメント演習

3前

3前
3前

3後

3後
3前

3後

3前

3前
2前

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

兼１

兼｜

兼｜

兼｜

兼１

学

科

発

展

理科

'"目
-ヽ

臨

床

心

発達臨床心理学

発達障害の臨床心理学

家族とコミュニティの臨床
産業カウンセリング

スクールカウンセリング
病院臨床心理学

臨床心理査定

描画と表現の臨床心理学

心理療法演習
投映法演習

3後

3前
3後

3前

3後

3前
2後

3後

3前

3後

２

２

２

２

２

２

１

２

１

１

｜

１

２

２

１

兼｜

兼｜

兼｜

兼１ 隔年

小計（10科目） ０ １７ ０ ２ ３ ０ ０ ０ 兼２

精

神
保
健

福
祉

士

科

目

保健医療サービス

現代社会と福祉Ｉ

現代社会と福祉Ⅱ
社会保障Ｉ

社会保障Ⅱ

地域福祉の理論と方法１

地域福祉の理論と方法II
精神保健の課題と支援Ｉ

精神保健の課題と支援II
精神保健福祉に関する制度とｻ-ﾋﾞｽ

精神障害者の生活支援ｼｽﾃﾑ

精神医学ｎ

人体の構造と機能及び疾病

社会学
低所得者に対する支桐と生活保護制度

権利擁護と成年後見制度
福祉行財政と福祉計画
障害者に対する支援と障害者自立支援制度

精神保健福祉相談援助の基萱(基礎)

精神保健福祉相謳援助の基●(専門)

精神保健福祉の理論と相銕援助の機関l

精神保健裸祉の雇障と相談援助の腰間a

精神保健播祉の理論と相談援助の展開亙

晴神保健福祉援助演習(基礎)

隋神保健福祉援助演習(専門)ｌ

隋神保健福祉援助演習(専門)１

精神保健福祉援助実習指導1

精神保健福祉援助実習指導n

精神保健福祉援助実習Ｉ

精神保健福祉援助実習瓦
精神保健福祉士演習

|後

1前

1後

2前

2後

2前
2後

3前

3後

1後
2前

2後

|前

1前
3後

3後

4前
4前

2前

2後

3前

3後
4前

2後

3前

4前

3後

4前

3集中
4集中

4後

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

２

４

３

４

１

１

１

１

兼｜

兼

兼
兼

兼

兼
兼

兼
兼

兼

兼

兼
兼

兼

兼

兼
兼

集中

集中

９



演習Ｉ

演習II

演習Ⅲ

演習Ⅳ

卒業論文

3前

3後

4前

4後

4通

６

６

６

６

６

(注) 認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し
修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
には，r平成○年○月提出予定Jと記入してください。）

「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
赤字で見え消し修正をしてください。

履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２）授業科目数

学士課程基幹教育科目

心理学科専攻科目

記入してください。（記入例：１科目滅の場合：△１）

資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

10

-

必修
一

一

15科目

ζ¬・

置時の計画

不可~Ｆ~司~
‾耳町¬石可~ ‰

変　更

必修
一

一

15科目

Ｅ

選択
一

一

74科目

］ 「

状　況

自由
一

一

科目

［

辰

］

ｒ¬

備

のI の

考

-

必修
一

一

13科目

置時の計画

篠二肝Ｆ可
‾~石町‾祠~ ‰

変　更

必修
一

一

13科目

［

選択
一

一

62科目

］ ［

状　況

自由
一

一

科目

］ ［

‰

］

備 考



（３）末開講科目

(注) 設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４）廃止科目

(注) 設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５）授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

(注)

(６)

(注)

授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
知方法」を記入してください。

「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「末開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計

設置時の計画の授業科目数の計
一

一

小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

11

0，

番号
-

-

-

-

授業科目名 単位剃 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

番号
-

-

二

-

授業科目名 単位数j配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無



３　施設・設備の整備伏況，経費

区　　　分 内　　　　　　　　　　　　容 備考

(帽

校

地

等

区　分 専　　用 共　　用
共用する他の

学校等の専用
計

用途変更に伴う変更
(27)

校舎敷地
邨,53いづ

羽J4い半肩 0 00� 0.00�

49,536 91m

4恥必恪与扉

運動場用地 18,096.30� 0.00� 0.00� 18,096 30�

小　　計
51,Ｑ3 21m

肛44気孔ポ O,00� 0 00�

67,633 21m

らｍ４扁

その他
几607 30m

礼湯気ふ� O,00� O,00�

71 607 30m

社μ匹蔚�

合　　計 139,240 51� 0 00� 0.00� 139,240,51�

(２)校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校舎建設、用途変更に

伴う増加(27)
44,35187m

ら斜恥秘哨

（44,35187首

匹

o�

（　　　O�）

o�

（　　　O�）

44,m87�

4妬心４州
（44 351 87咄

ぐ→いル石細江

(３)教　呈　等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

大学全体

40室

35室

温一才

63室

4&-一室

６室

(補助職員0人)

Ｏ室

(補助職員0人)

(４)専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　数

学芸学部心理学科 11　　　　　　室

(５)

図
書

設

備

新設学部等
の名称

図　書

[うち外国書]

冊

学術雑誌
視聴覚資料

点

機械・器具

点

標　本

点

〔うち外国書〕

種

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

学芸学部心理学科

|1363〔1545〕

117jo rつりり71 6H29〕

（69〔29〕）

500〔500〕

（500〔500〕）

620

4ぷレ

（㈲8）

斗４ﾙ≒

94

背

（94）

/71べ

０

（Ｏ）

（10,94H15253）

gi71Q7rりQ凸ilゝ

計

牡363〔1,545〕

11 7jo rつりQ･1 69〔29〕

（69〔29n

500〔500〕

（500〔500〕）

620

4ふ糾

（608）

斗44払い

94

祠

（94）

斗匹↓一戸

０

（ｏ）

（10,943［1,525〕）

ri7iり･ rQ Qnil ら

（６）図　言　館
面　　　積 閲覧座席数 収納可能冊数

4,077�
291

2銘
320,000

(７)体　育　館
面　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,511� テニスコー　ト５面

(８)

経費の見

積り及び
維持方法

の概要

経費
の見

積り

区　　分 開設年度 完成年度 区　分 開設前年度 開設年度 完成年度

教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費 2,300千円 2,300千円 2,300千円

共同研究費等 5,500千円 5,500千円 設備購入費 o千円 1,000千円 1,000千円

学生１人当

り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,430千円 1,150千円 1,150千円 1,150千円へへ
学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

(注) 設置時の計画を，申請書の様式第２号〔その１の１〕に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，

複数の様式に分ける必要はありません。なお，［（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の
工　　ＡＣヽ゜　の　直・　て　ｊい

運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

「（５）図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

を併せて提出してください。
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４　既設大学等の状況

大学の名称 大阪樟蔭女子大学 備　考

既設学部等の名称
修業

年限
入学
定員

編入学

定員
収容
定員

学位又
は称号

平均入学

定員
超過率

開設
年度

所在地

入学定員90名を平成27年度よ
り変更(27)

入学定員70名を平成27年度よ
り変更(27)

平成27年度設置(27)

平成27年度より募集停止(27)

平成25年度より募集停止ぐ25)

平成25年度より入学定員変更
(25)

平成27年度より募集停止(27)

平成25年度より学科名称変更
(25)

早成27年度より募集停止(27)

平成25年度より募集停止(25)

平成27年度設置(27)

早成27年度設置(27)

学芸学部

国文学科

国際英語学科

心理学科

健康栄養学科

被服学科

被服学専攻

化粧学専攻化粧文化ﾆ1－ス

化粧学専攻美容ﾆ1－ｽ

ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学科

ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ学科

心理学部

臨床心理学科

心理学科
(発達教育心理学科)

ﾋﾞｼﾞﾈｽ心理学科

児童学部

児童学科

健康栄養学部

健康栄養学科

管理栄養士専攻

食物栄養専攻

年

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

人

80

40

80

－

120

60

30

30

－

40

－

一

一

150

160

120

40

年次

人

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

人

350

250

80

－

480

240

120

120

－

180

－

一

一

600

160

120

40

学士

(国文学)

学士

(国際英語学)

学士

(心理学)

学士

(健康栄養学)

学士

(被服学)

学士

(ｨﾝilﾘﾌﾃﾞｻ'ｨﾝ)

学士

(ﾗｨﾌﾌ･ﾗﾝﾆ勁')

学士

(心理学)

学士
(心哩学]

学士

(心理学]

学士

(児童学)

学士
(恨ほ栄養劉

倍

0.66

0,49

o,92

－

0.98

O,84

1,25

1.00

－

O,66

－

－

－

1,02

1,01

1.00

1,05

昭和24

平成22

平成27

昭和24

昭和24

平成16

平成19

平成21

平成21

平成21

平成21

平成27

大阪府東大阪市

置屋西4丁目2番

26号

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学数学科），

大学院（専攻）及び短斯大学（学科）（ＡＣ対象学部等|含む）について，それぞれの学校種ごとに，
平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください，

・学生募集を停止している学部等がある場合，｀　゜。　゜゜・ヽ･。゛　ﾛ'，｜「－

「　　こ「':’:　　　　ｔ“万　　:’:　　ｉ　してくだきい
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５　教員組織の状況

＜学芸学部心理学科＞

（1）担当教員表

設置時の計画 変　更　状　況

備　考
専任・

兼担・

兼任

の別

職名
氏　名
(年齢)

就任予定年月 担当授業科目名 |§ﾆ 職名
氏　名
(年齢)

就任予定年月 担当授業科目名

専任 教授
回笹鴛

(51)

平成27年4月

心理学概論A※

心理学の方法※

心理学の現場※

心理統計の基礎

認知心理学

心理統計の応用

社会の中の心理学※

ことぱと記憶の心理学

演習１

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅳ

専任 教授
yl狸E誓

(51)

平成27年4月

心理学概論A※

心理学の方法

心理学の現場

心理統計の基礎

心のしぐみ

認知心理学

心理統計の応用

社会の中の心理学※

ことばと記憶の心理学

演習Ｉ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

時間害|』編成の都合により担当なし

時間割編成の都合|こより担当なし

担当者退職のため担当担当(27)

H28年度開講

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H30年度開講

H30年度開講

専任 教授
聡碍

(54)

平成27年4月

心理学概論B※

心理検査基礎実習

病院臨床心理学

臨床心理査定

心理療法演習

投映法演習

演習丿

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習Ⅳ

専任 教授
叙碍

(54)

平成27年4月

心理学概論B

学芸学部の学び※

心理検査基礎実習

病院臨床心理学

臨床心理査定

心理療法演習

投映法演習

演習ｌ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

時間唇||編成の都合により担当追加(27}

H28年度開講

心9年度開講

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H30年度開講

H30年度開講

専任 教授
記這碍

(卵)

平成27年4月

臨床心理学

演習Ｉ

演習ｎ

演習Ⅲ

演習IV

専任 教授
鴛這碍

(陶

平成27年4月

臨床心理学

演習Ｉ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H30年度開講

H30年度開講

専任 教授
荏昏

(49)

平成27年4月

心理学概論A※

心理実験基礎実習

発達心理学

心珊学実験演習

外国語文献講読

生涯発達心理学

心理科学研究法演習

演習丿

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

専任 教授
逞露

(49)

平成27年4月

心理学概論A※

心理実験基礎実習

学芸学部の学びｙ

対人関係の心理学

発達心理学

心理学実験演習

外国語文献講読

生涯発達心理学

心理科学研究法演習

演習Ｉ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

時間割綱成の都合により担当追ぷ,(27，

担当者退職のため科目担当(27)

H28年度開講

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H30年度開講

H30年度開講
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専任 教授
遠窄以

(61)

平成27年4月

心理検査基礎実習

心理面接基礎実習

発達障害の臨床心理学

スクールカウンセリンゲ

描画と表現の臨床心理学　専任

演習ｌ

演習肛演習Ⅲ　　　　　ｊ
演習Ⅳ

教授
辰'４

(哨

平成27年4月

心理検査基礎実習

心理面接基礎実習

発達障害の臨床心理学

スクールカウンセリンゲ

描画と表現の臨床心理学

演習Ｉ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

H28年度開講

９間割練成の都合によ･り=旦当なしa7･

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H30年度開講

H30年度開講

専任 教授
訂貧Ｗ

旧）

平成27年4月

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

学芸学都の学び※

心理学概論A※

心理実験基礎実習

心理学の現場※

学習心理学

感情心理学

已ヽ理学実験演習

音楽心理学

心理科学研究法演習

演習Ｉ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

専任 教授
ぴ献饌

(53)

平成27年4月

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

学芸学都の学び※

心理学概論A※

心理実験基礎実習

心理学の現場

学習心理学

感情心理学

心理学実験演習

音楽心理学

心理科学研究法演習

演習Ｉ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

時間割編成の都合により担当なしＵ'．

玲間割臓成の都合により担当なし,2乃

鴻間斟編成の都合によりき当なし,2乃

H28年度開講

H28年度開講

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H30年度開講

H30年度開講

専任 准教授
逼F

(44)

平成27年4月

自己の探求※

心理学概論B※

心理学の方法※

人格心理学

社会の中の心理学※

投映法演習

演習Ｉ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

演習IV

専任 准教授
ふ晶F

(44)

平成27年4月

自己の探求※

心理学概論B※

心理学の方法※

心理面接基礎実習

人格心理学

社会の中の心理学※

投映法演習

演習Ｉ

演習瓦

演習Ⅲ

演習Ⅳ

時間割編成の都合により担当なしC27)

'開削編成の都合により担当なし(27.

時間割編成の都合により担当追加(27)

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H29年度開講

H30年度開講

H30年度開講

専任 准教授
遥遥首

(44)

平成27年4jl

自己の探求※

心理学概論B※

心理学の現場※

心理面接基礎実習

臨床心理査定

心理療法演習

演習Ｉ

演習ｎ

演習Ⅲ

演習Ⅳ

専任 准教授
Wy善言

(44)

平成27年4月

自己の探求※

心理学概論B※

心理学の現場※

心理面接基礎実習

臨床心理査定

心理療法演習

演習Ｉ

演習ｎ

演習Ⅲ

演習Ⅳ

時間劃禰成の都合により祖当なし咬恥

叩8年度開講

H29年度開講

H29年度開講

M29年度開講

H30年度開講

H卸年度開講

15



昔
　
晋
　
応
　
　
　
・
ｓ
ｓ
ｓ
ｌ
ｓ
ｓ
ｓ
・

凶
　

ぴ
　

l
r
Q
　

　
　

后
区

画
屁

距
・

画
巨

ｉ

貫
Ｅ

Ｊ
　

　
　

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

？
１

１
Ｒ

Ｅ
肱

　
忿

　
欧

　
　

　
空

　
２

 
ｌ

 
ｌ

 
ｌ

　
ｌ

 
ｌ

 
ｌ

 
ｌ

甦
５
慨
箆
既
恙
馬
然
馬

函
屁
活
ｉ
翌

屁
ｌ

§
翌

鮪
側
佃
徊
鯉
側
刺
匈
躬

屁
朴

葡
妙

辞
朴

葡
栃

皺
∽

必
　

ａ
　

如
　
c
乃
必
　
ａ
　
ｏ
Ｑ

ｌ
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
 
ｇ
 
ｌ
 
空
　
空
空

厩
　
馬
　
慨
　
然
　
厩
　
漑
　
漑
　
既
　

既
　
鴫
　
甦

屁
　

屁
　

咽
　

屁
　

屁
　

藷
　

巨
　

函
　

屁
　

巨
　

ｉ
側

　
徊

　
佃

　
側

　
剌

　
超

　
剌

　
徊

　
靭

　
斬

　
朝

昔
　

蒼
　

肺
　

辱
　

蕎
　

計
　

暦
　

訃
　

壮
　

履
　

疑
ａ

　
ｇ

　
ｇ

　
ａ

　
ｇ

　
ｇ

　
ａ

　
ｇ

　
Ｓ

　
§

　
ｇ

ｺ
:
　

工
　

工
　

工
　
工

　
工
　
エ

　
コ
:
　

工
　
Ｚ

　
ヱ

Ｕでj2j
田

怒后Ｓ
べ
ｙ

コ
　

Ｊ
　

　
　

　
　

　
　

謳

ぶ
ぶ
　
1β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儒
　
　
※

r
く

　
べ

　
如

　
　

鴎
　

　
　

屡
恥

外
●
　
■
　
　
他
　
．
　
　
弛
　
　
恥
或
讐
ー

ぐ
り
Ｑ
沓
徊
　
　
儒
仏
Ｑ
Ｑ

ひ
　

き
　

勾
流

輛
訃

謳
　

｜
　

λ
e

I
U
　
川
ｔ
く
磁
濤
爾
裾
|
ﾄ
禁
｛
ﾄ

1
ﾄ
1
ﾄ
ふ

外
旅

々
恥

卦
　

・
　

ｅ
一

　
圖

目
白

Ｒ
Ｒ
“
陶
吻
噺
附
畷
１
刺
陶
i
個
恥
恥

ト
　
ト
　
Ｋ
Ｑ
Ｑ
摯
Ｑ
り
霖
が
燃
然
儒
鰐

卦晦･g

,
･
　

　
e
祚

丿
　
薦
・
恢
鴎

億
認

叫
Ｑ

綱
駕

紺
恒

麓
倣

附
垣

恥
奮

4
J
遡

Ｑ
沓

一
口

　
日

ｋ
町
附
鎧
頬
嵯
叫
恥
恥
鴎
恥

４
り
細
献
詞
Ｑ
河
馬
燃
巡

側
　
暦
　
既
　
詣
　
崎

　
　

緻
　

齢
　

嘉
　

芸
　

’
¨

尽
　

鴛
　

鴛
　

鴛
　

ぶ
　

品
　
心

　
濡
　
ａ

　
変
　
l　

。
－

r
l
柘

　
測

　
測

　
Ｓ

　
巡

　
廻

　
哨

　
俵

K
　

価
K
　
薇

　
嘔
　

属

引
剥
d
d
 
L
L
田
H

認
認

否
t ll品

器
品

詣
芸

ijhﾗ1fl　
盃

　
否
　

否
否

八田ふ｜走
ヽlidμ
/

口4
J

認jl咀

外附Ｑ

総
5
ﾐ

厩
.
7

訃
麺

ふ
・

似
　

l
j

心
訃

召
叙

畷
べ

匍
り

友

訟
被

叔
　
Ｉ

※
桐

ｅ
十

ヽ
傾

自
任

　
f
/
/

e
e
e
￥

将
齢

桐
和

孝
お
剛
砥

；r
ヽ

？
Ｅ昨

Ｅ昨

叩ル
lζ

呂昨

レ
湿
。

iド
枝
豆

`,匍

聡潔
ト

ヨ
ヨ

｜
雲

器
ぶ

ぷ
哨知

梨
Ｓ

ｘ
ｙ

咬
４
　
　
　
　
　
　
　
配

分
裡
･
n
　
　
　
　
　
　
滉
，
※

K
　

r
く

収
　

　
恥

　
　

　
両

隣
訃

・
　
ｔ
ｙ
裾
　
　
配
城
壁
附

や
ら
ｐ
ｌ
徊
　
　
賎
4
5
々
Q

ひ
　
ひ
4
J
泥
婦
外
海
　
l
　
y
e

f
μ
1
/
/
　
べ
磁
躊
附
佩
|
ﾄ
診
ﾓ
F

I
ﾄ
1
ﾄ
-
1
鈴

旅
Ｑ

外
外

　
・

　
ｅ

一
　

Ｍ
目

肖
Ｒ
Ｒ
ェ
脚
晦
膏
町
両
２
刺
陶
配
恥
配

ド
ト
Ｋ
ぐ
Ｑ
摯
４
Ｑ
霖
が
河
駕
滉
泄

外隋９

※
　

　
ｅ

訃
６

　
　

艇
町

政
鴎

諮
認
祠
や
綱
燃

冪
刎
ー
き
附
恒

訃
娶

Ｊ
鎧

り
彰

一
　

叫
　

白
肖

晦
ｌ

饌
相

老
附

順
鴎

随
順

４
Ｑ
顧
献
狐
Ｑ
涙
燃
燃
廻

側
　
弱
　
昌
　
弱
　
禰
　

脚
　
脚
　

膀
　
劈

冪
　
・
　
留
　
偲
　
一
　
一
　
一
　
ー
　
佃

　
一
　
ロ

Q
　
4
J
　
4
J
　
4
J
　
恥
　
恥

　
恥

　
恥

　
恥

　
恥
　
恥

輛
　
億
　
堤
　
測
　
滉

　
演

　
滉

　
佩

　
弛

　
佩

　
僥

　
肺

－
　

ｇ
匪

　
晦

　
陶

　
ｌ

　
薇

　
薇
　
暇

　
・
　
叔

　
§
　
盾

　
燃

諮
郎
Ｕ
　
ｅ
　
ｅ
　
ｅ
　
吻
　

Ｓ
　
Ｓ

　
喇
　
頌

　
叫
　
噺

　
f
l

淳
淳

郎
　

郎
一

部
に

j
細

目
郎

　
部
　

郎
　
郎
　

郎
　
郎

　
μ
　

郎
匈

4
J
凛

べ
ー

匪
淳

匪
但

匯
昂
　

淳
　

ー
　

淳
　

細
　

Ｓ
　

早
淳

咽
祁

撃
"
1
」

皐
略

奪
略

奪
略

奪
　
奪

　
摯

　
摯

　
奪

　
堰
　

耀
　

乖
ね

μ
歌

｜
歌

ｅ
唯

ｅ
唯

ｅ
歌

　
唯

一
歌

口
歌

　
歌

　
哨

　
瞰

　
歌

￥
ご

ー
か

霖
盾

霖
盾

～
召

t
.
、

t
.
、

刄
。

ｔ
　

～
　

霖
　

霖
　

ｔ
廓

郎
聾

Ｊ
瞥

噺
瓢

噺
弊

噺
瞥

惣
弊

Ｅ
聾

［
馨

一
瓢

叫
据

　
聳

　
Ｓ

八ｍふ｜あtl吋1//

ΠA
J

腿|||la

訃田り

哨
　
９

厩
．

７
外

姫
ム

畷
似
　
l
j

心
外
7
4

紅
晦
-
く

秘
Ｑ

次

幼
飛

叔
　
ｊ

※
桐

ｅ
恥

詞
咀

任
　

l
j
/

e
e
e
￥

雌
齢

桐
収

奪
佃
咀
留

皿
て

マ忿豪
ミ昨

Ｗ９

収七辱迄Ｆ

lこ

斐
同Ｗ酋昌

泣J
t

冶
ト

江
豆

油
ト

ヨ
。

五
言

ト
Ｅ

ヨ
１

雲
器

冒
ぷ

素
ぷ

冪
Ｓ

菜

心－



兼担 教授
徘?齢

(昭

平成27年4月

人体の構造と機能及び疾病 ｜ 人体の構造と機能及び疾病 目己都合にぷり退職(27)

ド 講師
涵蔚

ぐ35）

平成27年4j 人体の撰進と機能及び疾病担当者退職のため担i(27)

兼担 教授
蒜ぐみ

(54)

平成27年4月

インターンシップＡ

インターンシップＢ

インターンシップＣ

学芸学部の学び※

兼担 教授 ぷ官許

(54)

平成27年4月

インターンシップＡ

インターンシップＢ

インターンシップＣ

学芸学部の学び※

H28年度開講

H29年度開講

旧o年度開講

時間割編成の都合により担当なし27;

兼担 教授
陥辰

(52)

平成27年4月
言語とコミュニケーション

兼担 教授
孤弱

(52)

平成27年4月
言語とコミュニケーション

学芸学部の学び※

β間劃縦成の都合により担当なしざ27)

時間i」･編成の都合Iこより担当者変更'2乃

兼担 教授
収W7貧

(64)

平成27年4月 文学と表現　　　　　　　ﾄ肖 教授
総記4J

(64)

平成27年4月
文学と表現

兼担 教授
符紆ど灸

(52)

平成27年4月 学芸学部の学び※ 学芸学部の学び※ 時間割練成の都合により抱当なし(狐

兼担 教授
U辰

(54)

平成27年4月 学芸学部の学び※ 学芸学部の学び※ E1間剔繊辰の都合により担当なしa7;

兼担 教授
孤影、

(62)

平成27年4月

情報処理基礎A

情報処理基礎B

情報と人間 |兼担
;ﾚｾﾞﾝﾃ-ｼﾖﾝの心理

教授
齢載

旧）

平成27年4月

情報処理基礎Å

情報処理基礎B

情報と人間

電子社会とメディア

グローバル化する社会

プレゼンテーシヨンの心理学

時間割編成の都合により担当なし(27;

鴎間吝|』編成の都合により担当なしく27)

時間割編成の都合により担当追加C27，

1闇吉|』編成の都合により担当追刀口Q71

H28年度開講

兼担 教授
涼言ik孚

旧）

平成27年4月

ソーシャルスキル

兼担 教授

ﾂｶｸﾞ子マサコ

塚口倣佐子

旧）

平成27年4月

ソーシヤルスキル

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

担当者辞任のため担当[27)

担当者辞任のため担当(27)

兼担 教授
蘇脊ど

(72)

平成27年4月

応用日本語表現 ｜ 応用日本語表現 自己都合により退職[27)

l兼担 講師

長谷あゅす

ｺﾊﾞﾔｼ

沖秤ぁゅy]

{391

平成27年4月 応用日本語表現 担当者退職のため担当(27)
戸籍名記載ミス(27)

兼担 教授
荏齢

(㈹

平成27年4月 樟蔭の窓※ 兼担 教授
荏糾

(61)

平成27年4月 樟蔭の窓※

兼担 教授
届畝

旧）

平成27年4月 学芸学部の学びｙ 時間剔編成の都合により担当者変更(27)

兼担 教授
誓Ｆ屁

(6引

平成27年4月 学芸学部の学び※ 時間il.I編成の都合により担当者変更C2乃

兼担 講師
辿h・

(32)

平成27年4月 学芸学部の学び※ 時間割編成の都合により担当者変更億万

兼担 教授
紅防祀

(44)

平成27年4月
アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

担当者辞任のため担当(27)

担当者辞任のため担当(27)

兼担 講師
崩らｆ

(陶

平成27年4月
アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

担当者辞任のため担当(27)

担当者辞任のため担当(27)

兼任 講師
冒示

(坤

平成27年4月
アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

担当者辞任のため担当(27)

担当者Ｓ任のため担当C27)

兼任 講師

h7剔圭
(肺認)

函)

平成27年4月

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

担当者辞任のため担当(27)

担当者辞任のため担当(27)

j兼任 講師

応シグｌ

感潜ﾝｹﾞﾐ.･

(47)

平成27年4月

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

担当考辞任のため担当(27)

担当者辞任のため担当(27)
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兼担 教授
谷笛ぽ

旧）

平成27年4月

心のしくみ

対人関係の心理学

心理学概論A※

心理調査基礎実習

社会心理学

ビジネス心理学

心理測定法演習

心のしくみ 自己都合により退職(狸

兼任 講師
賃回収

ぷ）

平成27年りi

心のしくみ

心理実験基礎実習

担当者辞任のため担当(27)

阿Ｍ割編成の者袖により科目相当肌

対人関係の心理学 自己都合により退職(2乃

兼任 講師
苔早稲

(37)

平成27年4月 対人関係の心理学 担当者辞任のため担当(27)

心理学概論A※

心理調査基礎実習

社会心理学

ビジネス心理学

心理測定法演習

自己都合により退職(27)

H28年度開講

H28年度開講

日28年度開講

H28年度開講

兼担 教授
齢笹＆

(63)

平成27年4月

樟蔭の窓※

芸術と鑑賞

現代倫理入門

総合ゼミナール

兼担 教授
辰苔必

潟）

平成27年4月

樟蔭の窓※

芸術と鑑賞

現代倫理入門

総合ゼミナール H30年度開講

兼担 教授
輦這早

(陶

平成27年4月 文学と表現 蕪担 教授
旱前

(59)

平成27年4月 文学と表現

兼担 教授
晶戴

(63)

平成27年4月

知覚心理学

知的生産とクリティカル・
シンキング

心理科学研究法演習’

芸術と表現の心理学

兼担 教授
４齢

(聊

平成27年4月

知覚心理学

知的･直とｸﾘﾃｨｶﾙ･ｼﾝｷﾝｸﾞ

心理科学研究法演習

芸術と表現の心理学

H28年度開講

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

兼担 教授
貳|屁

(5刀

平成27年4月

地域社会とボランティア

インターンシップＡ

インターンシップＢ

インターンシップＣ

兼担 教授
縦犀茲

(57>

平成27年4月

くすのき地域社会論

インターンシツプＡ

インターンシツプＢ

インターンシツプＣ

科目名変更（27）

H28年度開講

H29年度開講

旧0年度開講

兼担 教授
41賢貧

(哨

平成27年4月

学芸学部の学び※

兼担 教授
蘇鴛誹

(59)

平成27年4月

学芸学部の学び※

アカデミック・スキルズB

アカデミック・スキルズB

担当考辞任のため担当(2刀

担当者辞任のため担当(27)

兼担 教授
陥齢

(65)

平成27年4月

インターンシップＡ

インターンシップＢ

インターンシッブＣ

インターンシツプＡ

インターンシツプＢ

インターンシツプＣ

定年により退職(27)

H28年度開講

H29年度開講

H30年度開講

兼担 教授
阿笹屎

㈲）

平成27年4月

樟蔭の窓※

日常生活と科学

環境問題と現代

兼担 教授
阿y耀

(印

平成27年4月

樟蔭の窓※

日常生活と科学

環境問題と現代

兼担 教授

ﾛﾊﾞ-ﾄﾏﾗﾝ

R面ertMaran

(61)

平成27年4月
EieGtive English C

Elective Engrish D

兼担 教授

ﾛﾊﾟ-ﾄﾏﾗﾝ

Robert Mar朗

(61)

平成27年4月
EjeCtiVe Engjish C

EleCtlve EngliSh D

ComprehenSIVe EngoSh A

C㎝prehenSIVe Er咀II咄Ｂ

H29年度開講

H29年度開講

1問答』編成の都合により担当看変更[2乃

時間割編成の都合により担当者変更伐刀

葺担 准教授
kk

(50)

平成27年4月

信仰と祝祭

文化人類学 兼担 准教授
長座

(50)

平成27年4月

信仰と祝祭

文化人類学

学芸学部の学び※

時間割編成の都合により相当なし(2乃

時間割編成の都合により担当零又更C27I

兼担 講師
逼陥

潟）

平成27年4月

文化人類学

アカデミック・スキルズB

学芸学部の学び※

時間割編成の都合により担当者変更(2乃

担当者辞任のため担当(27)

時間割編成の柘含によ`り担愚考変更億万

兼担 准教授
笛智随

(43)

平成27年4月 日常生活と法 兼担 准教授
k4

(43)

平成27年4月 日常生活と法

兼担 准教授
鍋尿iy

(59)

平成27年4月
電子社会とメディア

情報と人間

兼担 准教授
硲r蔽

(59)

平成27年4月
電子社会とメディア

情報と人間 時間割編成の都合により１当なしほ乃
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兼担 准教授

カワノ　サエコ

川野佐江子

(49)

平成27年4月
サブカルテャー論

兼担 准教授

ガワノ　サヱコ

川野佐江子

(49)

平成27年4月
サブカルテヤー論

学芸学部の学び※ 時間l,陽まの都合により担自者変更,2?

兼担 准教授
鉦瓦ｈ

(陶

平成27年4月

運動と健康Ａ

運動と健康Ｂ
兼担 准教授

迄遠縁

(53)

平成27年4月
運動と健康Ａ

運動と健康Ｂ

時間害I」繊咬の都合により担当なL:2?

匯間引編成の都合」こより祖当なし,27.

兼任 講師
笞匹

旧）

平成27年4月
運動と健康Ａ

運動と健康Ｂ

時間i」'編成のー合Iこより担ョ～変更･27'

時聞劃編或の都合により担当者変更,27'.

兼担 准教授
回折蚕齢

(53)

平成27年4月
樟蔭の窓※

日本の歴史
兼担 准教授

匹R爺

(53)

平成27年4月
樟蔭の窓※

日本の歴史

兼担 准教授
び濯Ｆ

(49)

平成27年4月

GomprehenSJve Engiish A

ComprehenSjve EngHsh B

CO呼rehenSive EngHSh C

CO附prehenSiVe Eng目Sh D

EleCtiVe EngFiSh A

EreCtiVe E昭liSh8

言語とコミュニケーション

兼担 准教授
荘安藤ｼ

(49)

平成27年4月

Comprehensive EngJIShA

Comprehensive＆g目Sh B

ComprehenSiVe Eng目Sh C

CO即reh朗SjveE哩目sh D

EFeCtlVe EngliSh A

EleCtlve EngliSh B

言語とコミュニケーション

H28年度開講

H28年度開講

H29年度開講

H29年度開講

兼担 准教授
箭宕倉毀

(49)

平成27年4月

アカデミック・スキルズÅ

アカデミック・スキルズB

子育てを考える

心理学概論6※

家族とコミュニティの心理床心理査定　　　丿
心理療法演習

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

子育てを考える

心理学概論B※

家族とコミュニティの心理学

臨床心理査定

ひ理療法演習

自己都合により退職(27J

目己都合により退職(27)

自己都合により退職(2刀

自己都合により退職(27)

H29年度開講

H28年度開講

29年度開講

兼担 准教授
脳?４ｆ

㈲）

平成27年4月
日本語表現基礎 兼担 准教授 脳ｒ ４ｔす

(61)

平成27年4月

日本語表現基礎 時間割編成の都合により担当なし(27'J

兼担 講師
1蜜寺影

(29)

平成27年4月 子育てを考える 兼担 講師
びら苔JJ

(陶

平成27年4月
子育てを考える

兼担 講師
隨緬

(39)

平成27年4月
家計・消費と経済

兼担 講師

陥缶4e
偏趾

(陶

平成27年4月

家計・消費と経済

学芸学部の学び※

戸籍名記載ミス(27)

時間官|編成の都合により担当者変更C2乃

兼担 講師
辿府

旧）

平成27年4月

インターンシツプＡ

インターンシツプＢ

インターンシツプＣ

ソーシヤルスキル

兼担 講師
4晦

(56)

平成27年4月

インターンシッブＡ

インターンシップＢ

インターンシップＣ

アカデミック・スキルズA

ソーシヤルスキル

N28年度開講

H29年度開講

H30年度開講

担当者辞任のため担当(2刀

兼担 講師
屁逼

(38)

平成27年4月

キャリア設計

キャリア開発

インターンシツプＡ

インターンシツプＢ

インターンシツプＣ

兼担 講師
畦茲

(38)

平成27年4月

キャリア設計

キャリア開発

インターンシップA

インターンシップＢ

インターンシップＣ

H28年度開講

阿9年度開講

H28年度開講

H29年度開漓

H30年度開講

兼担 講師

ハセ

長谷あゆす

(陶

平成27年4月 日本語表現基礎

兼担 講師

ﾊｾ

長谷あゆす

ぷ犀ｼぁゅむ

旧）

平成27年4月

学芸学部の学び※

日本語表現基礎

戸紹そ記載４スロら

時間l.繩成の都合によ引旦当看変更
(27)

時間割編成の都合により担当なし{27'.

兼担 教授
前屈

(59)

平成27年4月
日本語表現基礎 時間割編成の都合により担当者変更27;

兼担 准教授
回旋践

/52）

平成27年4月

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

学芸学部の学び※

日本語表現基礎

担当考辞任のため担当(27)

担当者辞任のため担当(27)

時間割･練成の都合により担当者変更氾7J

時閤割繍成の都合により担当者変更回，

兼担 教授
輦翼貯

廓）

平成27ま4月
学芸学部の学び※ 時間割編成の都合により担当者

変更(27)
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兼任 講師
崩

廓）

平成27年4月

論理トレーニング

トータルプレゼンテーショ
ン

論理トレーニング

トータルプレゼン于一シ５ン

時間暑I』緩灰の都合により捉当なしJ27'

時間割哨戒の都合により担当なじ27･

兼任 講師
屁必賢覧

(32)

平成27年4月
論理トレーニング

トータルフレゼンテーシヨン

μ間剔繊既の配合により担当者変i{27;

埓闇割砺限の都合により咀当言変更C27，

兼任 講師
逼鮭

(55)

平成27年4月
キャリア開発

キャリア研究
兼任 講師

緬鮭

旧）

平成27年4月
キャリア開発

キャリア研究

H29年度間講

H30年度開講

兼任 講師

コニシチサコ

小西智咲子

(52)

平成27年4月
運動と健康Ａ

運動と健康Ｂ

運動と健康Ａ

運動と健康Ｂ

時間割練成の都合により祖当なし２乃

時間剔編成の勘合により担当なしぶ'．

兼任 講師
ぶ訟ぬ

旧）

平成27年4月 キャリア設計 ト 講師
ぷ濯霖

(65)

平成27年4月 キャリア設計 H28年度開講

兼任 講師
辰貨

(41)

平成27年4月

社会的偏見とその影響 ｜ 社会的偏見とその影響 時間割編成の都合により祖当なし(2刄

兼任 講師
苦笑宮

(43)

平成27年4月 社会的偏見とその影響 ４間割編成の都台によ引旦沁・変更(21'

兼任 講師
Ujﾐ収

(44)

平成27年4月

情報処理基礎Ａ

情報処理基礎B

情報処理基礎A

情報処理基礎B

跨間割績厖のｒ合により祖当なし(27)

時間割編成の都合により拒当なし(籾

兼任 講師

ｽｲﾀ　　ｺ

吹田のリ子

(50)

平成27年4月

情報処理基礎A

情報処理基礎B

時間劃練成の都合により担当昇変更腿7）

時間割領成の都名により担自者変更r2?

兼任 講師
ll昌肩

(陶

平成27年4月 リスク社会に生きる 兼任 講師
&融資

(35)

平成27年4月 リスク社会に生きる

兼任 講師
ぬ’逼

（43）

平成27年4月

精神医学Ｉ

精神医学韮

精神保健の課題と支援Ｉ

精神保健の課題と支援Ⅱ

兼任 講師
淀齢暇

(43)

平成27年4月

精神医学Ｉ

精神医学Ⅱ

精神保健の課題と支援Ｉ

精神保健の課題と支援Ｕ

H28年度開講

H28年度開講

H29年度開講

肢9年度開講

兼任 講師
在爰貧血

(45)

平成27年4g 樟蔭の窓※ 兼任 講師
首夏u

(45)

平成27年4月 樟蔭の窓※

兼任 講師

ﾀｹｳﾁﾞﾌｸ21

竹内富久恵

(42)

平成27年4月 ジェンダーを考える 兼任 講師
苓屏辰童

(42)

平成27年4月 ジェンダーを考える

兼任 講師
器賢答

(44)

平成27年4月
情報処理基礎Ａ

情報処理基礎B

情報処理基礎A

情報処理基礎5

時間割編成の蔀きにより担当なし(27)

時間割編成の都合により担当なしC2?)

兼任 講師
昏裴孚

(46)

平成27年4月

情報処理基礎A

情報処理基礎B

時閤割縦肢の都合により担当者変更(2乃

時間割城阪の都合により担当者変更(27)

兼任 講師
笞訟

(45)

平成27年4月 保健医療サービス 兼任 講師
笞ぽ
(46)

平成27年4月 保健医療サービス 年齢記載ミス27）

兼任 講師
W掃孚

(42)

平成27年4月
GomprehenSiVe EngllSh C

Comprehensive En£liSh D

兼任 講師
W4孚

(42)

平成27年4月
ComprehenSiVe Eng目咄C

ComprehenSive Eng目Sh D

H28年度開講

H28年度開講

兼任 講師
咎綸彩

(45)

平成27年4月
地域福祉の理論と方法Ｉ

地域福祉の理論と方法Ⅱ
兼任 講師

髭貧屹

(45)

平成27年4月
地域福祉の理論と方法Ｉ

地域福祉の理論と方法ｎ

H28年度開鳩

H28年度開講

兼任 講師
探肘μ

(57)

平成27年4月 女性のライフサイクルと健
康

兼任 講師
筰防隔

(57)

平成27年4月 女性のライフサイクルと値康

兼任 講師
4貧ご

(49)

平成27年4月 国際社会と平和 兼任 講師
ぷ偏脊ご

(49)

平成27年4月 国際社会と平和

兼任 講師
尿辨届

(37)

平成27年4月 犯罪心理学 兼任 講師
尽苛

(37

猫
平成27年4月 犯罪心理学 日29年度開講

兼任 講師
痛届

(56)

平成27年4月 消費と広告の心理学 兼任 講師
猫露

(56)

平成27年4月 消費と広告の心理学 M29年度開講

兼任 講師
6翠齢

(46)

平成27年4月 信仰と祝祭

信仰と祝祭 時間馴編成の都合により拒当なし(江

21



兼任 講師
官有笞

(58)

平成27年4月

中国語Ｉ

中国語Ⅱ

甲国語Ｉ

中国語Ｕ

時間割編成の都合により視当なし淫7}

時間答|』編成の都合により拒当なし;27)

兼任 講師
盾;賃ｼ

刈）

中国語「

中国語Ⅱ

時間苔I」編成の都合により担当者変更(27，

時間割緬辰の都合にぷり担当者亨更腿刀

兼任 講師

ハセガワシヨウコ

長谷川草子

(55)

平成27年4月

精神障害者の生活支援ンス
テム

障害者に対する支援と障害

者自立支援制度

精神保健福祉相談援助の基

盤（基礎）

精神保健福祉相談援助の基
盤（専門）

兼任 講師
長旅蘇

(55)

平成27年4月

精神障害者の生活支援システム

匯害者に対する支ｌと捧害者白立寞佃刺殯

輛神保倣楳祉相該疵助の基盤（基礎）

筒袖保健福祉相談膜助の基盤｛専門）

M2B年度開講

H30年度開講

H28年度開講

H28年度開講

兼任 講師
迎質岩手

(60)

平成27年4月

情報処理基礎Ａ

情報処理基礎B

情報処理基礎Ａ

情報処理基礎B

時間割編成の都合により担当なしC27)

時間割編成の都合によい旦当なし(27)

兼任 講師

ﾅｶｬﾏ

中山まゆみ

(50)

平成27年4月

情報処理基礎Å

情報処理基礎B

時間割編成の都合により担当者変更C27}

M間割編成の都合にぷり担当者変更(271

兼任 講師
鴛a

(64)

平成27年4月 中国語Ｉ 兼任 講師
い強

(64)

平成27年4月 中国語Ｉ 氏名フリガナ記載ミス(2刄

兼任 講師
6呂ぁ

(42)

平成27年4月 グローバル化する社会 兼任 講師
陥ぃ4

(42)

平成27年4月 グローバル化する社会

兼任 講師
竺采配ｊ

㈲）

平成27年4月
フランス語Ｉ

フランス語ｎ

兼任 講師
固配４

(67)

平成27年4月

フランス語Ｉ

フランス語ｎ

兼任 講師
早溶Hjご

潟）

平原27年4月

フランス語Ｉ

フランス語Ｈ

時間考I』綱ａの都合にぷり担当者追加(27]

時間割緬屁のr,合口より担当者追加(2n

兼任 講師

ﾑﾗｶﾐﾖｩｨﾁﾛｩ

村上陽一郎

(川

平成27年4月

運動と健康Ａ 運動と健康Ａ

運動と健康Ｂ

時闇簒り編成の都合により担当なし(2刀

時間割編成の都合により担当ない27)

兼任 講師

ﾏﾂﾓﾄﾄﾓｲﾁﾛｳ

松本友一郎

(抑

平成27年4月 組織と集団の心理学 兼任 講師

ﾏﾂﾓﾄﾄﾓｲﾁﾛｳ

松本友一郎

(37)

平成27年4月 組織と集団の心理学 H29年度開講

兼任 講師
W偏斗

(54)

平成27年4JI

Comprehenslve English A

Gomprehensive EngliSh B

Compr油eNlve Engllsh A

Go那reh邸sJve EnJI知Ｂ

時間割編成の都合にぷり担当なし(詞

時間割編成の都合により祖当なしのj

兼任 講師
Ｗ紀孚

(37)

平成27年4月

Comprenenslve E随Ilsh A

ComprehenSりe Engll咄Ｂ

時間割編成の都右により担当零変更(2乃

綺闇割編成の都合により担当者変更(27)

兼任 講師
箔営糾

(53)

平成27年4月

Co即reh匹s,ve Engrlsh A

Comprehnsive Eng目sh B

鱈間判編成の都合により担当者変更(2乃

時間il.編成の都合により担当者変更[2乃

兼任 講師
W鴛ｔと孚

(49)

平成27年4月

GomprehensIve Engllsh A

Go叩reh邸sl哨Eng目ｓｈ Ｂ

時間割編成の都合により担当者変更(Z7)

時間ill鍼成の都合により担当者変更{27)

兼任 講師
U盾

(47)

平成27年4月

C㎝prebenSlve E同日shA

恥印r＆enSLVe Engllsh B

時間割縦瓶の都包により担当零変更(27)

時間害I編成の都合により担当者変更(27)

兼任 講師
;4屁ふゅ1

(52)

平成27年4月

ComprehensLve EqhshA

Co即r肋間sive Enかlsh B

時間割編成の都合により担当者変更[2乃

時間吝I」編成の都合により担当零変更(2乃

兼任 講師
ぽ割

(43)

平成27年4月 ドイツ詰１ 兼任 講師
ごぽ廣涙

(43)

平成27年4月 ドイツ語１

ドイツ語Ⅱ 時間割編成の都合により担当者追ぶ{2乃

兼任 講師
悩箔＆

(43)

平成27年4月 樟蔭の窓※ 兼任 講師
ii箔6

(43)

平成27年4月 樟蔭の窓※

兼任 講師
蘇ぃべ

(64)

槍蔭の窓※

兼任 講師
i直ﾀﾑふ

(50)

平成27年4月

日本国憲法

権利擁護と成年後見制度

兼任 講師
石にｇ)ふ

(50)

平成27年4月

日本国憲法

権利擁護と成年後見制度 H29年度開講

兼任 講師
齢蜃篇

(47)

平成27年4月
朝鮮謳Ｉ

朝鮮語ｎ

兼任 講師
鉦渠質

(47)

平成27年4月

朝鮮語Ｉ

朝鮮語孤

氏名フリガナ記載ミス(27)

兼任 講師

;芯ｼ

詰yrW昌

(46)

平成27年4月

CO㎜unicatJve English A

Go則Unicatlve Eng口油Ｂ

ComUn¶CatiVe EngliSh A

C�mnrcatlVe Englrsh B

時Ｍ害』編成の都合により担当なし{27)

博間割編成の都合により担当なし(2乃

兼任 講師

ブレントバーン

Br郎t 6yrne

(4幻

平成27年4月

G㎝muMCative Engllsh A

C側四nlGative Engllsh B

時間割編成の都合により担当者変更(2刀

時間割編成のｒ含により担当者変更(2刀
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兼任 講師

陪g

cなぷ器i
(45)

平成27年4月

ComU削Catdve EngllSh A

ComUniCative Eng目Sh B

GomUnicative En瓦目Sh C

CGalUniCatiVe English D

ComunlCatlVe E昭口油A

Gomun･CatlVe E煕IlshB

時間答･』編成の都合にぷり担当なし疆7;

胎間割哨戒の都合により祖当なし27，

兼任 講師

ﾘﾁf-rハーパー

則Cherd hrper

(3司

平成27年4月

Comumcaてive Engilsh A

ComonIGaてJve Engllsh 6

時間,割哨戒の都合にぶり･担当～変更C27'

時間ｉ編成の都合により相当老女雙(27，

CommuniCative English C

Communicative E豚目sh D

H28年度開講

H28年度開講

兼任 講師
にぶび昌

(35)

平成27年4月 二二回ﾄ･ 講師
にでび昌

(35)

平成27年4月

Comunicative English A

ComunJcative Eng目sh B

兼任 講師

レペッカキング

Rebecca Klng

(41)

平成27年4月

Comunicative English A

Comunlcatlve English 8

Commn･CatluEngll仙A

Comunlcatrve Engjlsh 5

時間割編成の都合により拒当なしC27;

時間苔I』編成の都合により相当なしC2D

兼任 講師

ﾌﾞしﾝﾄｺ･ッツワース
Brent Cotswgr壮

叫）

平成27年4月
ComU.nIGatlve Eng目sn A

C㎝mun,Gatぽe EngiiSh B

昨開靭縁成の都合にぷり担当看変更Ｑ乃

時間割編成の都合により担３者変更Ｑ刀

兼拒 淮教授
UJy‰

(51)

平成27年4月
CompghenSrve E賤11shA

C㎝preheMIVe E同日Sh 6

時間割編成の創合にぷり拘当１変更[27，

時間害丿泌成の都合により担当者変更(27)

兼任 講師

ｧﾗﾝﾌｨ-ﾄﾞﾗ-

AJan Fiedler

(44)

平成27年4月
C㈲μehenslve EngllshA

Comprehensive EngJlsh B

時間割編成の都合により咆当ｉ変更[27)

時間割編成の劃合にぷり担当省変更Ｑｎ

兼任 講師
紺昌吉昌

(42)

平成27年4月
Comprehensive Enがlsh A

C吻匪e陥nsl9 Engllsh B

時間割編成のｒ合により担酒看変更Q7;

β？割誦灰の都合により担・者変更{27]

兼任 講師
£扁&爪

(44)

平成27年4月
ComunJGative Engli仙C

Comunicatlve Engllsh D

兼任 講師
jぶ諮ら

(44)

ComUnicative Eng目Sh C

GomUnlCative En&ljsh D

M28年度開講

H28年度開講

兼任 講師
眉回以

(48)

平成27年4月
ComUnlcatiVe Eng目咄C

Co四unicative English D

兼任 講師
gぷ府旨

(48)

ComUniCatiVe E豚目Sh C

ComniCatlVe EngJiSh D

H28年度開講

H28年度開講

兼任 講師

デービッドリバース

Rivers David

(32)

平成27年4月
GomUniCatiVe EngJjSh C

CommUniCatiVe EngliSh D

兼任 講師

ﾘﾊﾟ-ｽﾃﾞ-ﾋﾞｯﾄﾞ

RJvers Davld

(32)

CQmunlCatlve Eng日面C

CommUiGative EngliSh D

氏名フリカナ記載泌ス(27)

H28年度開講

日28年度開講

(注) ・申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

所属している場合は，〈○○学都△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。
・後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。
・辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。
・年齢は，ｒ　　　　に「　　　　　　こ'|　　　を，「　・　こ１　２７５１　　の
を記入してください。

・教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は。
変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，Γ変更状況jの「氏名」に「後任未定」と記入し
及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

･-㎜--四皿罹.lf･W－－－ふ－ｊ－・Ｊ㎜・Ｊ¶㎜■

は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画
ｆΞヽ皿

|専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し［可］の教員ｌ』定を受けている場合は「○年Ｏ月教員審査済」，変更書を提出予定
の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

ｊｌ　　ｙＲｌこ囁㎜－－Sﾑ|よjl團-一一L.d.--¶r　　　　㎜|-・・　U･･･・＝・

なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度
Ｏ　書き等のみを記入してください。

（２）専任教員数

設置時の計画 変　更　状　況 年齢構成 年齢構成（前年度の状況）

教授 准教授 講師 助教 計 教授 准教授 講師 助教 計

みt之忙ax

定の定
める定

_生生盈£

定年を延長
している教員数

定年規定の定める定
年年齢

疋岑きi!

長

している
－昆心

６

(Ｏ

5

(5)

0

(0)

0

(0)

11

(11)

６

［０］

５

ＥＱｊ

０

［０］

０

［Ｏｊ

11

［0］

65

歳

１

名 歳 名

(注) ・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに。０　内に開設時の状況を記入し，
「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［］内に設置時の計画
との増減数を記入してください。（記入例：１名城の場合：△１）

・Γ年齢構成jには，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），
および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
教員数を記入してください。

・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

・F年齢構成（前年度の状況）」については，報告書提出の前年度の状況を記載してください。今年度初めて報告書を提出する
場合は記入不要ですので，「－」を記入してください。
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及茫含礁９=

変
数

用計画

ｌとして授業等を
「専任教員採用等
¬－･■　Ｆ－ｊふーｒ心 ヘロ

r･

--

し屁 入してください。
皿は
法人審議会による教ｔ
1111J･r』

ることは出来ませλ
（ＡＣ）」を提出し
nlllマー、｜21¬ｔｌ

亨七9芦j



（３）専任教員辞任等の理由

(注)

-

専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退
を含む）等の理由」に辞任理由等およびＯ書きで報告年度を記入してください。

（４）専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

(注) 上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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番号
-

２

３

職位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由



６　留意事項等に対する履行伏況等

(注) 「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（“Ａ"の。，‘~.．ｌ°，’~.。４

の切口の　゛に，゛意　　　。，　）と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，
心利己

「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
してください。

定員管理に係る留意事項への履行状況は，゛　giだこ　につい　　ｉ　　て　だ　い

該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。
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区 分

設　置　時

(○○年○○月)

設置計画履行状況

調　　査　　時

(△△年△△月川

設置計画履行状況

調　　査　　時

(□□年□□月八

設置計画履行状況

調　　査　　時（●●年●●月）ｊ

留　意　事　項　等

該当なし

留意事項

○○意見

○○意見

○○意見

履　行　状　況 未履行事項について
の実施計画



７　その他全般的事項

〈学芸学部　心理学科〉

（1）設置計画変更事項等

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については
適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２）教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

実施体制

ａ　委員会の設置状況

本学では学長の下に平成19年よりFDを推進する部署として教育開発機構を設立した。

その下部の部会として平成21年度までは教育実践部会・ジェネリックスキル教育部会・情操教育部会・

マナー教育部会を設置し、平成22年度から平成24年度までは、学士課程基幹教育開発部会・組織的

FD/SD検討部会を設置し、平成21年度以前の実績を継承発展させてきた。平成24年度以降、学長室の

直轄組織としてFD・SD活動推進委員会を設置し、平成24年度以前の実績を継承発展させ、活動している

ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

委員会は学長に指名された本学専任教員で構成されている。また、委員会は原則として月1回となって

いるが、委員長が必要と認めたときは、臨時委員会が開催される。

ｃ　委員会の審議事項等

委員会は、本学の教育理念を実現することを目的として、学部及び大学院の教育一研究内容及び

教育方法の改善、そして個人の能力開発及び組織間の連携を推進し、組織的な職能開発に取り組

むこととされ、本目的を達成するため、次に掲げる事項を審議するとともに、組織的な取り組み

を推進するための具体的方策を学長に提案する。

（１）教育研究活動改善のための立案

（２）FD・SD研修プログラムの開発・実施

（3）FD・SD活動に関する情報の収集と提供

（４）その他学長の諮問する事項

実施状況

ａ　実施内容

・　学生への「授業改善のためのアンケートＪＷｅｂ化に伴う対応とアンケート結果の分析、フィードバック

・　教職員による相互の授業見学及び参加者によるFDサロン開催

・　新任教員のための研修会

・　FD・SD活動のための各種研修の実施

・　SDサロンの開催

・　FD活動の一貫として、専任教員FDポイント制度を実施

26

設置時の計画

・　１～６の項目に記入した 肢 で，設置| の計j

変更内容・状況，今後の見通しなど

更の つた の（未実施 。）



ｂ　実施方法

・　学生に対して「授業改善のためのアンケート」をＷｅｂで実施

・「授業見学・公開」を学期を通して実施

・　新任者を対象とした学内研修を実施（3月下旬頃）

j　FD･SD研修会を実施

・メーリングリスト等を活用した学内外のFD･SD活動及び検収の広報と情報提供

・　専任教員FDポイント制度を実施し、単年度に基準となるポイント数以上を取得した専任教員を学長が顕彰

ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

・　学生による「授業改善のためのアンケート」は年2回実施

・「授業見学・公開」を実施（授業全期間を通して実施、ただし推奨ウィークとして2週間を設定）
（平成26年度授業見学実績は48件）

・　FD･SD研修会は年数回実施

実施例:①rシラバス、伝わってます？ｊ参加者29名（専任教員の28.4％が参加）

②「アクティブ・ラーニングを本学の授業にどう活かすか」参加者34名

（専任教員の33.3％が参加）

・　FD･SDサロンの開催

開催例：①「春期授業見学･公開サロン」出席者19名（専任教員の18,6％が参加）

②「秋期FDサロン」出席者10名（専任教員の9.8％が参加）

③r秋期授業･公開サロンj出席者14名（専任教員の13.7％が参加）

・　専任教員は単年度に７ポイント以上、新任専任教員は単年度に９ポイント以上を取得することを目安に
授業見学・FD研修会等に参加

（平成26年度フポイント以上獲得した専任教員は29名（専任教員の28,49が獲得）

・　FD・SD活動推進委員会がから実施した取り組みについては、FD・SD活動メーリングリストでの報告や
大学のホームページに公開し、周知に努めている

ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

・授業見学・公開後の意見交換やFD･SD研修会でのワークショップの結果を踏まえた授業改善の取り
組みを報告

・授業改善のためのアンケート結果を総括し、個票を返却するとともにＷｅｂ上で公開

③学生に対する授業評価アンケートの実施状況

ａ　実施の有無及び実施時期

・　実施有

・　春期及び秋期の各学期末（年2回）

ｂ教員や学生への公開状況、方法等

・　個票をWeb上で公開し、紙媒体でも大学事務局等で公開している

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付1
「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。
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５こと。

(記入例参照)



（３）自己点検・評価等に関する事項

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

‥‥別紙のとおり

自己点検・評価報告書

ａ　公表（予定）時期

・平成２６年９月１日　公表

ｂ　公表方法

・本学ホームページに掲載

認証評価を受ける計画

・平成２１年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受け「認定」を受けた。

・平成２７年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受ける予定である。

;注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

また，「①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。

なお，「②自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
いて記入してください。

（４）情報公表に関する事項
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○設置計画履行状況報告書

ａ　ホームページに公表の有無

ｂ　公表予定時期

有

(平成２７年７月３１日



大阪樟蔭女子大学ＦＤ ＳＤ活動推進委員会規程

（設置）

第１条　大阪樟蔭女子大学（以下F本学jという.）は、本学の教育理念の実現に向け、ファカルティ・
ディベロップメント（以下ＦＦＤ）という.）及びスタッフ・ディベロップメント（以下「ＳＤ」と
いう.）を積極的に推進するために、大阪樟蔭女子大学ＦＤ・ＳＤ活動推進委員会（以下「委員会」
という.）を置く。

(目的)

第２条　委員会は、本学の教育理念を実現することを目的として、学部及び大学院の教育・研究内容
及び教育方法の改善、そして個人の能力開発及び組織間の連携を推進し、組織的な職能開発に取り
組む。

（役割）

第３条　委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を審議するとともに、組織的な取り
組みを推進するための具体的方策を学長に提案する。
（１）教育研究活動改善のための立案

（2）FD・SD研修プログラムの開発・実施

（3）FD ・ SD活動に関する情報の収集と提供

（４）その教学長の諮問する事項

２　学長は、委員会の提案を受け、部館長会、大学協議会に詰り、連々かに学内体制を整備する。

（構成）

第４条　委員会は、次の者でもって構成され、学長が委嘱する。
（１）委員長

（２）委員　４名以内

（３）専任教員協力員（教務部長）１名

（４）事務局職員　２名

２　委員長は、学長室の協議に基づき、本学専任教員中より、学長が指名する。

３　委員長は、審議課題に係る企画、立案を主導すると共に、委員会の運営を掌るものとする。

４　委員及び協力員は、学長、委員長の協議に基づき、本学専任教員中より、学長が指名する。

５　事務局職員は、学長、事務局長の協議に基づき、本学専任職員中より、学長が指名する。
６　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

(会議)

第５条　委員会は、委員長が招集し、その議長となる。

２　委員長は、必要と認めた場合、委員以外の者を出席させることができる。
３　委員会は、原則として月１[国開催する。なお、委員長が必要と認めたときは、臨時に委員会を招
集することができる。

(改廃)

第６条　この規程の改廃は、学長が大学協議会の議を経て行うものとする。

附　則

１　この規程は，平成24年５月17日から施行する。
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別紙

（３）自己点検・評価等に関する事項

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

◇　　総括評価・所見

設置の趣旨・目的等が活かされるよう、設置計画どおり、学芸学学部心理学科を開設し、充
実した教育研究活動を行い、その水準を一層向上させるため、学科内、関係部局、各委員会等
において検討を行っている。

また、設置計画における設置の趣旨・目的に関する自己点検・評価の実質的な実施に向け
て、準備を進めている。

◇ 設置計画の達成状況

○教育課程の養成の考え方及び特色

教育課程の養成の考え方及び特色に基づき、設置計画に沿って、授業科目を開講した。

○教員組織の編成の考え方及び特色

教員組織の編成の考え方及び特色に基づき、教員組織を編成している。

○教育方法、履修指導方法及び卒業要件
オリエンテーションや履修ガイダンスの実施計画の策定及び講義要項の作成を行うととも

に、実質的な教育指導体制について検討を行った。

○施設、設備等の整備計画

施設、設備等の整備計画に基づき、施設、設備等の拡充を行った。

○入学者選抜の概要

入学者選抜の概要に基づき、入学者選抜を行い、設置計画どおり、入学生の受け入れを行っ
た。

○自己点検・評価

自己点検・評価委員会にて、全学的な自己点検・評価作業を行い、平成26年度に報告書を作
成した。

○情報の提供

教育研究上の理念や目的、教育課程、授業科目、入学者選抜、教育研究環境、学生支援等に
ついて、大学案内やホームページ等にて情報の提供を行った。

○教員の資質の維持向上の方策

教員の資質の維持向上にむけて、ＦＤ・ＳＤ活動推進委員会を設置し、具体的な検討を行っ
た。
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